


































































































































































































































































































































































































学年 人数 事前平均 標準偏差 事後平均 標準偏差
4年 35 56.9 10.77 54.1 11.77
5年 34 68.2 10.14 64.6 10.45
全体 69 62.4 11.85 59.3 12.26
表２．学年別観点別の事前事後の平均得点と標準偏差
4年-事前（n=35） 4年-事後（n=35） 5年-事前（n=34） 5年-事後（n=34）
観点 内 容 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1 （お絵かき）ソフトを使える 48.0 12.04 54.0 18.23 58.2 14.17 65.3 24.14
2 ソフトを利用して問題を解く 70.6 18.92 65.2 26.20 72.4 20.75 68.4 21.34
3 文章や図表から情報を適切に読み取る 49.1 13.45 47.6 15.59 62.4 19.79 64.1 16.07
4 意図にあった適切な情報を選ぶ 56.0 11.32 63.2 12.98 63.4 13.98 72.9 11.95
5 題意に沿って，情報をまとめる 22.9 42.60 51.4 50.71 55.9 50.40 41.2 49.96
6 よいプレゼンテーションの仕方がわかる 56.9 21.20 46.1 18.83 57.0 21.10 55.9 18.24
7 インターネットでの情報交換の特性を知る 75.7 19.63 なし なし 86.0 17.61 なし なし




67.4 16.68 64.9 18.29 72.9 15.17 68.9 13.80
切に読み取る」ではプラスの変化ではあったが有意
な上昇は認められなかった。マイナスの変化を示し
た5つの観点の内の4つの観点では有意な差が認
められず，「8情報社会でのルール・マナーを遵守
できる」（t=-5.09,df=33,p<0.001）のみが有意な成
績の減少を示していた。
３-２．教師の内観
授業実践をおこなった教員2名に，ICT支援員
を活用した授業実践について，良かった点と問題点
を報告してもらった。
（1）ICT支援員について
「授業をスムースに行うことができた」，「技術
的に担任が対応できない場合でも支援してもらえ
るので安心して授業を進めることができた」，「PC
など機器を利用する授業では補助者がいると教師
が学級全体に注意を払うことができるので良い」
などの評価を得ることができた。その一方で，
「ICT支援員が授業の時だけ来校するので，意志
の疎通が取りにくい」，「もっといろいろな可能性
があると感じるが，補助だけに終わらせてしまっ
た」などの反省も聞くことができた。
（2）子どもたちの学習について
ICT支援員が支援に加わって，子どもたちの
情報活用能力を育成する学習活動を行ったことに
よって，子どもたちにどんな効果があったのかに
ついては，「情報機器を利用した学習に取り組む
ことで，動機づけが高まった」，「ものごとを積極
的に調べようとする態度が他の授業でも認められ
た」などの意見が得られた。問題点は報告されな
かった。
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図１．４年生の事前テストと事後テストの観点別得点のレーダーチャート
図２．５年生の事前テストと事後テストの観点別得点のレーダーチャート
４．考察
（1）e-testingによる評価テストの結果について
クラス毎に伸びた内容と落ちこんだ内容が異なっ
ており，全体的な傾向は顕著でなかった。そのため，
テストの総得点は，伸びた内容と落ちこんだ内容が
相殺されて，ほとんど事前事後で変化が見られなかっ
た。学年による成績の差が有意であったことから，
今回のテストで測定した情報活用能力が学年（発達
と経験）によって変化することが示されたと言える。
4年生から5年生にかけての発達的変化を考慮すれ
ば，当然の結果と言えるだろう。
学年毎に観点別の得点の変化を確認したところ，
5年生の「3文章や図表から情報を適切に読み取る」
と「8情報社会でのルール・マナーを遵守できる」
を除けば，プラスに変化した得点は有意に上昇し，
マイナスの変化は有意でないという結果を得た。こ
のことから，ICT支援員を活用して情報活動を積
極的に導入した授業の効果があったと認められるだ
ろう。
「8情報社会でのルール・マナーを遵守できる」
の項目については4年生でも成績が有意ではない
が大きく下がっており，問題そのものが難しくなっ
ていたと考えることができる。この点については，
今後のe-testingによる問題作りの課題といえるだ
ろう。
（2）ICT支援員について
ICT支援員を約 2ヶ月の間ではあったが 2名
（延べ100時間）配置したことで，附属小学校の情報
活動環境は改善され，授業も2クラスだけであっ
たが，実際に授業実践に役に立っていたことが確認
できた。今回はテストケースであったので，アルバ
イトの形で謝金を出したが，今後の附属学校と大学
の連携を考えれば，情報の免許を取る学生など，コ
ンピュータに詳しい学生を，積極的にボランティア
やプロジェクトの形で派遣するなどの対応を検討す
る必要があるだろう。
さらに進んで，小中学校の児童生徒が，情報機器
を扱う授業でサポーターとして活動できるような資
格制度が米国には存在しており，附属学校における
すぐれた人材育成の一環として，情報サポーターを
育成することも検討するべきであると考える。
（3）学校の情報活用環境について
公立の小中学校においても，学校内のコンピュー
タの台数で全生徒数を割った値の国の2010年度の
目標値3.7台／人について，実現していく方向で今
後の予算が組まれることが予想される。しかし，現
状では附属学校の情報環境はその水準に達しておら
ず，今後の対応が期待される。
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